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　今月は識字率向上月間となっております。識字率というのは文

字の読み書きや意味の理解が出来ているのか割合を表しています

。母国に言葉に対してデータを取っています。

　集計の結果、上位は先進国が占めています。アメリカの国内で

いま問題となっているのが、ヒスパニックが増えてきてアメリカ

国内なのに英語が通じないという現象が起きているそうです。こ

の言葉を通じない人に対してアメリカでは英語が通じないので報

道等ではスペイン語などを使ったりしているそうです。

　先進国の中でアメリカの識字率は低いのにはこれが原因だそう

です。最近の日本では企業内での社内公用語を英語にする企業が

増えてきたとニュース等で報道されていました。そういった企業

では従業員の採用も日本人ではなく外国籍の方の採用を多くして

いたりします。

　当然、海外進出するにあたって日本人を連れていくのは非常に

難しいので現地の方を採用し管理してもらう流れになっています

。こういった流れもあり大手企業では外国籍の方の採用を増やし

て日本人の新卒の採用を抑える傾向になっています。私の知り合

いでインドネシアに工場を作った人がいまして、私も仕事でお伺

いした時に聞いたのですが、工場の社長は日本と同じように朝礼

を行う際に日本語で話していたのですが日本語が通じないのでイ

ンドネシア語、中国語、英語に訳して伝えていたそうです。

　訳す時間だけで大変な作業になるので朝礼はやらなくなったそ

うです。いま世界では英語が比較的使われていますが、日本国内

での英語の識字率はとある雑誌に書いていましたが、１０%もいか

ないと書かれていました。

　今月は識字率月間ということで私の私見を述べさせていただき

ました。本日も例会よろしくお願いいたします。
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■■名取会長　いつも若くきれいな恵比寿亭の女将さん　今日は卓話

ありがとうございます。

■関口幹事　卓話ありがとうございます

■島村副会長　宮島様卓話ありがとうございます。

■大塚PG　宮島様卓話ありがとうございます。

■大塚直前会長　宮島さん卓話ありがとうございます。

■藤木会員　女将さん卓話ありがとう

■渡邉会員　次男の曲が大手食品メーカーのCMソングにけったいしま

した。

■大木会員　宮島様卓話ありがとうございます。

■岡野会員　卓話感謝

■富永会員　恵比寿亭の女将卓話楽しく拝聴しました。増々の御隆昌

をお祈りします。

■小林会員　宮島様卓話ありがとうございます。

■齋藤（重）卓話感謝

■野瀬会員　卓話ありがとうございます。

■村岡会員　宮島様卓話ありがとうございます。

■竹内会員　卓話ありがとうございます

■井上会員　卓話ありがとうございます

■宮島会員　ありがとうございます。

■武重会員　宮島さん卓話ありがとうございます

■藤村会員　卓話ありがとうございます。

■神田会員　卓話ありがとうございます

■深澤会員　卓話ありがとうございます

■樋口会員　宮島様卓話ありがとうございます。

恵比寿亭　女将　宮島功子様

　　　卓話ありがとうございました。
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幹　事　報　告 ゲスト挨拶ゲスト挨拶

委員長報告委員長報告

プログラム委員会　藤木孝男委員長

　本日、皆様に5月26日

の公開例会のご案内をお

配りしております。東日

本大震災復興支援のチャ

リティーピアノコンサー

トを上尾市文化センター

ホールで開催いたします。全席自由席で一般が1000

円、学生・小学生は無料となっております。なんと

か成功できるよう頑張りますのでよろしくお願いい

たします。

埼玉県赤十字血液センター　伊藤優祐様　

　本日は貴重なお時間を

いただき誠にありがとう

ございます。上尾ロータ

リークラブの皆様には毎

年献血活動へのお力添え

いただきありがとうござ

います。

　来月の4月5日に上尾駅にて献血活動ということで

この時期はインフルエンザや花粉症なのでお薬を飲

んでいる方が多く血液の確保が大変困難になってい

ます。それに反して最近では血液を必要とする病院

への供給数が増えてきています。現在80％近くはが

ん患者さん骨髄性の患者さんに輸血用の血液を多く

使用しています。

　また、献血のご協力者が30代以上の方が多く占め

ており、若い方の献血が少なくなっております。こ

の状況で2027年には100万人の血液が不足するだろ

うと予想されています。血液センターだけでは今後

も血液の確保が難しい状況です。

　今後も上尾ロータリークラブ様のお力添えをお願

いしたいと思います。

卓話卓話

恵比寿亭　女将　宮島功子様

　皆様こんにちは、皆様

には大変お世話になって

おります。恵比寿亭2代

目女将の宮島功子と申し

ます。

　本日は藤木さんから卓

話をお願いしたいとお話がありまして、私にはとて

も出来ないと思ったのですが、皆様の貴重なお時間

をいただきましてお話させていただきます。

　まずお店のお話からになりますが、私どもの先代

の父は長野県の上田の生まれで養蚕業をしていたそ

うです。

関口和夫幹事

　◆4月12日の第五グル

ープチャリティーゴルフ

の出欠につきましてご連

絡頂けますようよろしく

お願いいたします。

　◆来週のクラブフォー

ラムですが、情報フォーラムという内容で行いたい

と思います。皆様よろしくお願いいたします。

　◆4月5日の献血の当番表をお配りしておりますの

で、皆様のご予定のご記入をよろしくお願いいたし

ます。

ロータリー財団委員会　大塚崇行委員長

　本日、大塚パストガバ

ナーから7000ドルのベネ

ファクターのご寄付をい

ただきました。ありがと

うございます。重ねて名

取会長から年次寄付1000

ドルをいただきました。ありがとうございます。最

近の円相場は83円となっておりまして現時点での財

団の換算は78円となります。4月になりますと80円

台になると思います。是非、今月中のご寄付をお願

いしたいと思います。よろしくお願いいたします。
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　そして若くして京都の方に奉公に出されました。

その奉公先が友禅染の職人だったそうです。鴨川で

友禅染の流しをしている時に体がひどく冷えるので

健食を考え飲食の仕事をやろうと決めたと聞いてお

ります。

　川子料理店としてうなぎ、鯉、どじょう、なまず

などが最初の売り物だったようです。最初ころは軌

道に乗らず今日やめようか明日やめようかと考えて

いたそうです。その後、私が昭和37年にお店に嫁ぎ

まして当時は上尾、大宮には市場がなかったので築

地まで仕入に行っていました。

　当初このお店にはエアコン等はなく暖房といった

ら火鉢で宴会の時は小さい火鉢を2～3人間において

いました。またお店には木の冷蔵庫があり10kgの氷

を朝と晩に氷屋さんが入れてくれていた事を覚えて

います。

　嫁いで先ず任された仕事は賄いの仕事でした。賄

いのおかずを作ったり掃除したりしました。まだ殆

どが電化されてない時代でしたので体を使う仕事が

多かった事を覚えています。昭和42年には埼玉国体

がありましてその時、宿が少なくて当店も市の方か

ら委託されまして宿になりました。

　その時、突然宿という形になりましたので大変戸

惑いつつ営業していました。昭和62年に私の主人で

ある2代目の社長が急死して3代目の時代になります

。3代目はその時はとても若く頼りなかったのです

が、その後根性を入れまして恵比寿亭の第2の改革

に入りました。

　平成15年にお店の雰囲気を変えまたバスの導入を

しました。ただ運転する人がいなかったので社長が

第2種の運転免許を取得し社長自ら運転していまし

た。

　そして情報誌に広告を打ったりテレビ埼玉でCMを

流したりしました。お客様の中にはこの情報誌やCM

を見て来ましたというお客様もいてとても嬉しく感

じております。

　そして、起動に乗りはじめた矢先に3代目の社長

が事故で急死してその時は、とてもショックを受け

てまたお店はどうなるのかと思いましたが、若女将

が嫁いでくれたお陰でどうにか乗り切って今に至っ

ています。

　現在、私どもは月1回ミーティングを行なってお

店の改革やお客様の対応そして料理の内容を話しあ

っています。お店にはアンケート用紙を置いてお客

様もお声を聞くようにしています。お褒めの言葉よ

りもクレームのついた内容の方がお店としては非常

に参考になっています。

　お店では月1回、他店に勉強を兼ねてお邪魔した

りしています。3代目の社長を偲び思うのですが、

人は何をして生きるかではなく何を残して生きるか

という点で非常に大きな物を残していってくれたな

と非常に3代目には感謝をしております。いつも口

癖のように繁盛店にしたいと言っていましたので、

その辺を私どもは肝に銘じてなんとか頑張ろうとし

ています。

　ここでちょっとしたエピーソードをお話ししたい

と思います。先代の女将は非常に三味が上手だった

ようです。私も料理屋に女将になったのでなんとか

三味を鳴らしてみたいと思い母の三味を押入れから

出して3～4年お稽古に出ました。私はあまり上手に

はなりませんでしたが、お座敷で武田節や黒田節を

引いたりしました。3代目の女将も三味を勉強して

います。3代目の女将は感がいいので上手くなると

思います。

　最後になりますが、皆様のお陰で恵比寿亭も長い

間上尾で商売させております。

　心から感謝しております。ここ数年、飲食業は低

迷しております。当店も同じでありますが、細々と

してでも商売させていただく事に本当に感謝してお

ります。

　お店も古くなり老舗を呼ばれるようになり歴史を

感じる事もありますが、3代目の社長の意思を強く

継いでこれからも老舗という屋号に胡座をかく事無

く一生懸命仕事に精進したいと思います。皆様これ

からもどうぞよろしくお願いいたします。ありがと

うございました。


